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【目的】 難病疫学研究班と臨床調査研究班との協力体制の構築

【成果】
難病疫学研究班から疫学リエゾンとして本研究班へ参画し、また

本研究班に疫学分科会を設置することで、疫学・臨床の両方の視点
を加えた疾病頻度の把握やJ-CAT自然歴研究の推進など、本研究
班での疫学データ把握・分析のための体制の構築ができている。

「難治性疾患の継続的な疫学データ
の収集・解析に関する研究」

実施体制
・ 班長（中村好一）

・ 予防要因解明 研究分担者
（統括）

予後解明 研究分担者
（統括）

頻度分布解明 研究分担者
（統括）

・ 班員（研究分担者・研究協力者）
・ 顧問

運動失調症の医療基盤に関する
調査研究班（「運動失調症政策班」

〇疫学分科会
疾病頻度調査
自然歴研究調査
などの疫学データ把握のため

の検討

Japan Consortium 
of Ataxias
（J-CAT)


